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目的 Non-melanoma skin cancer についてセンチネルリンパ節生検の妥

当性を調べる 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング 1 施設 
対象者 High risk の non-melanoma skin cancer 37 名が対象。そのうち

squamous cell carcinoma は 11 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 12 ） 

介入（要因曝露） センチネルリンパ節生検 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 同定率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2 偽陰性率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

3 無病期間 1.主要 2.副次 3.その他（ 2 ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

High risk の non-melanoma skin cancer37 名が対象。そのうち

squamous cell carcinoma は 11 例であった。11 例中 2 例にセンチネ

ルリンパ節転移が認められたため、根治的リンパ節郭を行ったとこ

ろ、2 例ともセンチネルリンパ節以外のリンパ節にも有棘細胞癌の転

移がみられた。その後、37 症例に対し、平均 2.5 年の経過観察（中

央値 2.4 年）を行っており、センチネルリンパ節転移陰性の症例に

再発転移はみられなかった。 

結論 

センチネルリンパ節生検はハイリスクの non-melanoma skin 
cancer においてリンパ節の微小転移を鋭敏に見つけ出す方法であ

る。このことによってより正確なステージ分類が可能である。 
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備考 
 

レビューワーコメント レビューワー氏名 山崎直也 



レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（IV  ） 
有棘細胞癌に対するセンチネルリンパ節生検は日本では実地医療に

導入されつつあるように思われるが、欧米でもまだ、予後に関わる

有用性は明らかにされていない。少数例で症例集積研究ともいえる

が、比較的まとまった症例数を長期詳細に観察しており、後ろ向き

コホート研究に準ずるものと評価した。 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




